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一
月 

 

一
五
日 

教
区
予
算
準
備
会 

一
九
日 

北
蒲
原
分
教
会
春
季
大
祭 

二
二
日 

大
教
会
春
季
大
祭 

 

二
六
日 

立
教
一
八
五
年
春
季
大
祭 

 
 
 
 
 

由
利
婦
人
会 

 

三
〇
日 

教
区
主
事
会(

リ
モ
ー
ト) 

三
一
日 

全
体
会
議(

リ
モ
ー
ト) 

 
 
 
 
 
 

 

二
月 

 
 
 

一
日 

コ
ロ
ナ
お
願
い
づ
と
め 

二
日 

支
部
婦
人
会
例
会
（
九
時
半
） 

 
 
 

婦
人
会
勉
強
会 

三
日 

支
部
例
会
（
由
利
道
分
教
会 

13
時
） 

五
日 

婦
人
会
創
立
記
念
十
二
下
り 

九
日 

役
員
会(

１５
時) 

 

一
二
日 

由
利
分
教
会
役
員
、
理
事
会
議 

          

一
三
日 

由
利
秋
季
大
祭 

立教１８５年  令和４年        ２ 月 号 

由利 

婦人会創立記念てをどり学び 
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今

月

の
言

葉

 

 
 

 
 

 
 

 

由
利
分
教
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

佐
々
木 

正 

明 

 

今
月
の
言
葉
は
道
友
社
発
行
の
「
真
実

の
道 

道
を
啓
い
た
先
人
・
先
輩
の
教
話

集
」
よ
り
抜
粋
し
ま
す
。 

四
十
年
後
の
目
覚
め 

 

四
十
年
前
に
は
、
ア
リ
に
砂
糖
に
集
ま

っ
て
く
る
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
私
の
お

さ
づ
け
を
頂
く
と
治
る
と
言
う
て
集
ま
っ

て
き
た
。
そ
れ
が
素
袷(

す
あ
わ
せ)

一
枚

の
貧
乏
布
教
師
で
あ
る
。
今
日
、
分
教
会

長
と
は
な
っ
て
み
た
が
、
誰
が
あ
の
先
生

の
お
さ
づ
け
で
な
く
て
は
と
言
う
て
来
て

く
れ
る
人
が
あ
る
の
だ
。 

 

明
ら
か
に
、
こ
れ
は
四
十
年
の
退
歩
と

し
か
見
ら
れ
ぬ
。 

 

四
十
年
間
、
私
は
道
通
り
つ
つ
、
少
し

も
向
上
し
な
か
っ
た
。
一
日
一
日
と
、
世

界
並
み
に
流
れ
て
い
た
。 

 

道
の
眠
り
だ
、
太
平
楽
な
道
の
眠
り
だ
。

口
で
言
っ
て
、
自
分
に
は
何
も
分
か
ら
な

い
道
の
眠
り
だ
。 

 

そ
れ
が
や
っ
と
、
申
し
訳
な
か
っ
た
と

気
づ
い
た
。
笑
わ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
。

確
か
に
今
年
の
九
月
十
二
日
ま
で
は
、
私

は
眠
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
な
ん
だ
？ 

 

四
十
年
の
間
、
私
の
信
徒
方
は
耳
が
タ

コ
に
な
る
ほ
ど
私
か
ら
身
上
か
り
も
の
の

理
を
聞
か
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
私
も
ま
た
、

あ
ご
が
だ
る
く
な
る
ほ
ど
説
い
て
き
た
。

四
十
年
間
の
経
験
の
お
か
げ
で
、
話
は
確

か
に
う
ま
い
と
じ
ぶ
ん
で
も
思
え
る
ほ
ど

で
あ
る
が
、
い
ま
考
え
て
み
る
と
、
あ
れ

ほ
ど
ま
で
に
説
い
て
い
た
こ
の
か
り
も
の

の
理
は
、
決
し
て
私
に
分
か
っ
て
い
な
か

っ
た
の
だ
。
布
教
開
始
後
の
四
十
年
目
、

九
月
十
二
日
に
私
は
初
め
て
目
が
覚
め
た
。

こ
こ
だ
！ 

と
心
の
中
で
叫
び
得
る
よ
う
な
、
か
り
も

の
の
理
の
真
髄
が
手
に
取
れ
た
の
で
あ
る
。

私
は
、
踊
り
た
い
ほ
ど
う
れ
し
い
。
人
が

見
れ
ば
、
あ
い
つ
は
馬
鹿
か
と
思
わ
れ
て

仕
方
が
な
い
ほ
ど
、
私
の
顔
に
だ
ら
し
が

な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
ほ
ど
私
は
う

れ
し
い
の
だ
。 

 

生
ま
れ
て
か
ら
五
十
日
、
誰
の
顔
を
見

て
も
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
う
て
い
る
の
だ
。 

(

次
号
に
つ
づ
く) 

 

教
祖
の
歩
み
を
偲
ん
で 

立
教
一
八
五
年
春
季
大
祭
参
拝 

 

立
教
一
八
五
年
一
月
二
十
六
日
、
御
本

部
の
春
季
大
祭
に
当
教
会
の
会
長
さ
ん
、

奥
さ
ん
、
佐
々
木
由
正
さ
ん
が
参
拝
し
ま

し
た
。 

お
つ
と
め
終
了
後
は
、
中
田
善
亮
表
棟

梁
か
ら
講
話
を
聞
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

二
月
五
日(

土) 

天
理
教
婦
人
会
創
立
記
念
日
の
集
い
開
催 

 

婦
人
会
創
立
記
念
日(

一
月
二
十
八
日)

に
ち
な
み
集
い
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
天
理
教
婦
人
会
は
親
神
様
が
こ
の
道

を
信
じ
て
通
る
女
性
の
心
の
成
人
の
場
と

し
て
は
じ
め
よ
と
お
お
せ
ら
れ
た
会
で
あ

り
ま
す
。
そ
の
事
を
心
に
治
め
、
参
拝
の

の
ち
、
北
洋
支
部
長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
拝
読
、
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十
二
下
り
て
を
ど
り
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
は
常
日
頃
か

ら
教
え
を
学
び
ひ
な
が
た
を
、
実
践
す
る

事
が
大
切
で
あ
り
、
感
謝
と
喜
び
の
心
を

も
っ
て
ご
恩
報
じ
の
日
々
を
歩
ま
せ
て
頂

き
ま
し
ょ
う
と
呼
び
か
け
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
茶
菓
を
頂
き
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
を
ね
り
あ
い
終
了
し
ま
し
た
。 

参
加
者
由
利
９
名
、
部
内
３
名 

 

会
長
さ
ん
を
救
い
出
せ 

矢
島
町
分
教
会
除
雪
ひ
の
き
し
ん 

 
 

 

由
利
部
内
で 

一
番
豪
雪
地
帯 

に
あ
る
矢
島
町 

分
教
会
の
除
雪 

に
、
部
内
会
長 

さ
ん
、
当
教
会 

の
青
年
さ
ん
方 

で
行
か
せ
て
頂 

き
ま
し
た
。
矢 

島
の
会
長
さ
ん
に
こ
れ
ほ
ど
喜
ん
で
も
ら

え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
年
も
日
々
雪
が
降
り
続
け
て
お
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
も
除
雪
の
際
は
身
体(

腰
な

ど)

に
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

 

英
海
君
、
リ
ト
ル
マ
ガ
ジ
ン 

掲
載
お
め
で
お
と
う
！ 

  

少
年
会
発
行
の
リ
ト
ル
マ
ガ
ジ
ン
二
月

号
に
、
利
翔
布
教
所
二
男
の
佐
々
木
英
海

君
の
絵
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
平
成
三
十
年
四
月
号
に
長
男
の
晴

大
君
の
絵
も
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
が

楽
し
み
で
す
！ 

         

上
が
英
海
君
、
下
が
晴
大
君
の
絵
で
す 

婦
人
会
「
感
謝
の
心
を
日
々
に
」 

の
御
供
え
に
つ
い
て 

 

本
部
へ
の
お
つ
な
ぎ
と
し
て
続
け
さ
せ

て
頂
い
て
い
る
「
感
謝
の
心
を
日
々
に
」

の
今
年
度
分
を
三
月
十
三
日
集
め
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。
何
卒
御
協
力
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 

由
利
分
教
会
百
二
十
周
年
活
動 

 

よ
う
ぼ
く
信
者
の
活
性
化
、 

お
た
す
け
の
実
践
を
目
指
し
て
！ 

お
さ
づ
け
カ
ー
ド
集
計 

一
月 

 
 

 
 

 
 

７
３
枚 

総
計 

 
 

 
 

 

６
８
６
枚 

 

百
二
十
周
年
ま
で
あ
と
・
・ 
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胡

弓 

三

味

線 

琴 

小

鼓 

す

り

が

ね 

太

鼓 

拍

子

木 

チ
ャ
ン
ポ
ン 

笛 

地
方
（
副
） 

地
方
（
主
） 

て お ど り  
会 

 
 

長 

祭 

主 

小 

川 

道 

子 

小 

林 

理
英
子 

木 

内 

教 

子 

仁 
 

賀 
 

保 

東 

滝 

沢
（
前
） 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

由 

利 

東 

布 

佐
々
木 

由 

正 

利 
 

翔 
 

布 

由 
 

利 
 

道 

東 
 

滝 
 

沢 

亀 
 

田 
 

町 

会 
 
 
 
 

長 
会 

長 

夫 

人 

矢 
 

島 
 

町 

佐
々
木 

め
ぐ
み 

坐
り
づ
と
め 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

扈 
 
 

者 

齋 

藤 

美
和
子 

佐
々
木 

朱 

美 

中 

村 

柳 

子 

斎 

藤 

清 

一 

伊 

藤 

一 
男 

豊 

島 

栄 
二 

佐
々
木 
由 

正 

齋 
藤 

賢 

爾 

利 
 

翔 
 

布 
佐
々
木 

義 

實 
亀 

 

田 
 

町 

上 
 

之 
 

浜 

雄 
 

物 
 

川 

東 
 

滝 
 

沢 

小 

松 

敬 

子 

伊 

藤 

奈
津
子 

松 

田 

理 

奈 

前 
 
 

半 

佐
々
木 

由 

明 

利 
 

翔 
 

布 

賛 
 
 

者 

畠 

山 

清 
香 

小 

川 
貴
美
子 

小 
川 

昭 

子 

小 
 

川 
 

心 
小 

野 

繁 

樹 
中 

村 

喜 

正 

桑 
 

原 
 

廣 

佐
々
木 

義 

實 

佐
々
木 

由 

明 

豊 

島 

栄 

二 

由 

利 

東 

布 

豊 
 

島 
 

優 

利 
 

翔 
 

布 

佐
々
木 

由 

正 

佐
々
木 

良 

美 

佐
々
木 

素 

子 

豊 

島 

絢 

子 

後 
 
 

半 

亀 
 

田 
 

町 

指 

図 

方 
 

 
 

 

部

内

だ
よ
り 

 

矢
島
町
分
教
会 

 

今
年
も
大
変
な
大
雪
で
、
由
利
会
長
さ
ん
の
お
声

で
、
何
度
も
除
雪
に
来
て
頂
き
ま
し
た
。
も
う
少
し
の

辛
抱
で
す
、
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
春
よ
早
く
こ

い
！
で
す
。 

   

３月祭典役割表        神殿講話 由利道分教会長 

 

開
扉
・
献
饌
の
男
子
の
方
は
十
時
ま
で
、
女
子
の
方
は
、
十
時
二
十
分
ま
で
お
つ
と

め
着
を
着
用
し
、
神
殿
に
ご
集
合
下
さ
い
。 


